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老舗の変革マネジメントに学ぶ

去る10月4・5日、持続的競争力研究会（日本生産性本部、千葉県生産性本部、神奈川県生産性本部、埼玉県生産性本部・同川口支部共催。関西生産性本部協力）は京・近江の老舗を視察した。京都・滋賀は老舗の宝庫。研究すべき老舗は多くある。今回訪ねた老舗は、伝統的な産業を本業とし、イノベーターとして本業の革新に挑戦し続けている株式会社永樂屋と株式会社福寿園。さらには伝統産業で創業しながらも、そこで培った中核的な経営資源を活用して事業の多角化、そして本業からの事業転換を成し遂げたグンゼ株式会社と尾池工業株式会社である。いずれも変革マネジメントに長けている老舗である。

■株式会社永楽屋（滋賀県彦根市）
彦根仏壇の永樂屋は、城下町彦根の武具職人が江戸時代になり平和産業へ職業を転換させて生まれた仏壇業を源とする（1820年）。工部七職という職人の分業で成り立つ仏壇製造で産地問屋として事業を継承してきたが、当代社長の時に小売に進出。さらには家庭への直販、寺院との関わりを重視し寺院・檀家・仏壇商の関係性を強化した事業展開と、絶えず事業を革新してきた。核家族化・少子高齢化に伴い市場が縮小する中、職人の技術を継承させつつ、仏壇修復・高級修復など新たな事業を模索し、他の伝統産業地域との競争も意識して、日本の全国市場を射程に入れて新たなビジネスモデルの構築に挑戦し続けている。

■株式会社福寿園（京都市木津川市）
創業者「伊右衛門」から始まるお茶の福寿園（1790年）。同社も産地問屋であったが、本当の宇治茶を消費者に伝えたいとの思いから小売に進出し、他産地の茶葉との混ぜ物でない純粋な宇治茶で、本来のお茶のうまさを提供。いち早く製品の質を確保した量産体制を整え、全国展開を実現した。また、サントリーとの共同開発で「伊右衛門」を上市し、そのブランド力を知らしめた。現在、「伊右衛門」が狙う大市場とは別のニッチ市場の開拓を目指して、「CHA遊学パーク」でストリー性のあるお茶ビジネスの開拓に挑戦している。将来市場を見据えて「二兎を追う戦略」を展開している。

■グンゼ株式会社（京都府綾部市）
グンゼの創業は地元の何鹿郡（現綾部市）の養蚕農家の苦境を見かねて蚕糸業を起こし、郡の進むべき方向性（郡是）を示したことに始まる（1896年）。世界に誇る高品質の蚕糸を生産し、米国市場でグンゼの名をとどろかせた。しかしレーヨンやナイロンの発明から絹糸需要が激減したため、蚕糸で培った技術、その後習得した技術などを活用して、非繊維事業分野へと事業転換を果たしている。現在、アパレル事業に加え、樹脂フィルムから発展させた機能ソリューション事業、さらにスポーツクラブなどのライフクリエイト事業へとビジネスの幅を広げている。

■尾池工業株式会社（京都府京都市）
尾池工業の創業は西陣の織物に使う刺繍用金銀糸の製造・販売に始まる（1876年）。後発者として業界に参入した同社は問屋制手工業を工場制機械工業へといち早く変貌させ、革新的な新製品を発明するなど業界の革新者であった。大きな転換は先代社長が真空蒸着技術（ドライコーティング）を量産化へ結びつけたことに始まる。これにより糸を超えた加飾材料、包装材料へと事業の幅を広げた。現在では、従来の蒸着技術（ウェットコーティング）とスパッタリング（金属成膜）技術を加えて基盤技術として、透明伝導性フィルムをはじめとした電子情報材料にまでビジネスを広げ、ハイテク企業へと変貌している。

■結び
今回訪れた老舗経営者は異口同音に、企業が存続できたのは革新を続けてきたからであり、こうした遺伝子を受けて、変革に挑戦し続けることが自分たちの使命であるとも語った。多くの気づきを受けた視察であった。
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